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こうほく町

　江北町社会福祉協議会では自分で出来ない
ことでボランティアの助けを必要とする方等へ
のちょっとしたお手伝いをしてくれる支援会員
（有償ボランティア）の募集をしています。 
　すぐに支援活動に参加出来なくても「登録の
み」でも可、たくさんの方の支援会員登録をお
待ちしております。 
　事業のお問い合わせについては、下記連絡
先までご連絡をお願いします。（詳細について
は、本誌3ページをご覧ください。) 

＜問合せ先＞　江北町社会福祉協議会　☎86-4317 
江北町安心生活サポート「もやもん」事業　担当：重富 

支援会員を募集します!
江北町安心生活サポート「もやもん」事業

●　男性のための料理教室の様子（写真） …………………………表紙
● 杵島・武雄地区ボランティアのレクレーション交流会がありました …②
　　　～江北町ボランティア連絡協議会～
　　クリスマスイルミネーションを行いました
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こうほく町社協だより

　11月27日(日)に老人福祉センター内の全天候スポーツ広
場で杵島・武雄地区ボランティア連絡協議会によるレクレー
ション交流会へ参加してきました。
　この交流会は武雄市・白石町・大町町・江北町の1市3町の
ボランティア連絡協議会で組織されており、毎年の恒例行事
となっています。江北町ボランティア連絡協議会(済木克朗会
長)からは8名の参加があり、総勢45名（武雄市：24名、白
石町：13名、大町町：8名）の参加者が地域を超えて交流を
行い、各地域のボランティアさん達が交ざり合って、グランド

ゴルフを行いました。コロナ禍での開催になりましたが、競技中には、たくさんの会話で笑顔が絶えず他
地域との交流を深めることが出来ました。	 	 	 	 	 	 	

　令和4年12月3日(金)から令和5年1月16日(月)までふれあ
い交流センターネイブルにてクリスマスイルミネーションの設
置を行いました。
　今年も江北町の各機関と同時にライトアップすることで江北
町が一斉に温かな光に包まれました。期間中には中学生や家族
連れがイルミネーションと写真を撮っており、クリスマスの楽し
い思い出づくりになりました。
新型コロナウイルスの感染が拡大する中、イルミネーションの

設置を行い新型コロナウイルス感染症の収束を願いました。

杵島・武雄地区ボランティアのレクレーション交流会がありました
～江北町ボランティア連絡協議会～

クリスマスイルミネーションを行いました
～ふれあい交流センターネイブル～
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江北町安心生活サポート「もやもん」のご案内
～住民参加型在宅福祉サービス～

　江北町社会福祉協議会では、住民参加型在宅福祉サービス事業として一人暮らしの高齢者や高齢者の
みの世帯を構成している方が日常生活を営む上での困りごとを代行して行う有償支援サービス、江北町安
心生活サポート「もやもん」を実施しております。（会員登録制）

　江北町社会福祉協議会では、江北町安心生活サポート「もやもん」の利用会員と支援会員を募集してい
ます。	 	 	 	 	 	
　江北町在住の日常生活でちょっとしたお手伝いをお願いしたい方、ちょっとしたお手伝いが出来る方、
登録は簡単ですのでまずは連絡をお願いします。

サービスを利用できる方（すべて町内の方に限ります）      
　⑴一人暮らしの高齢者	 	 	 	 	 	
　⑵高齢者のみの世帯を構成している方	 	 	 	 	 	
　⑶その他会長が特に必要と認めた者	 	 	 	 	 	
※ご利用者様の状況によっては、上記内容を満たしている方でも支援をお受けできない場合があります。	
利用時間	 	 	 	 	 	
　平日（午前8時30分～午後5時まで）	 	 	 	 	 	
※1月2日、1月3日及び12月29日～12月31日は除きます。	 	 	 	 	 	
サービスの種類及び料金      

※その他受けたいサービスがあれば登録時に相談可能です。

利用会員・支援会員の募集

サービスの種類 利用料金 備考
1 町指定場所への可燃物ゴミ出し 1回　100円
2 町指定場所への不燃物ゴミ出し 1回　200円
3 町指定場所への粗大ゴミ出し 1回　500円

4 電球・蛍光灯取り替え 1回　100円 電球等は利用者負担

5 高いところの荷物の出し入れ 1回　200円
6 ボタン付など簡易な縫製 1回　100円
7 買い物代行（買い物代は利用者負担） 1回　800円 町内に限る
8 病院への薬取り（薬代は利用者負担） 1回　800円～ 近隣・町内に限る
9 病院への付き添い（病院内） 1時間　800円～ 近隣・町内に限る
10 部屋の掃除 1時間　800円～

【お問い合わせ先】
社会福祉法人　江北町社会福祉協議会

〒849-0501   佐賀県杵島郡江北町大字山口2637番地7（老人福祉センター内）
☎0952-86-4317    　 担当：重富
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　　　　　相談は無料ですので、お気軽にご相談ください。
問い合わせ先　 江北町社会福祉協議会　事務局　担当：重富

☎0952-86-4317 / FAX : 0952-86-3845
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　日常生活で欠かすことができないのが「食事」。今年で18回目となる「男性のための料理教室」を12月
6日(火)と2月7日(火)に開催しました。
　当日は、ふれあい交流センターネイブルの調理室での食事づくりに、今年は町内から延べ人数18名の
方が参加しました。
　江北町役場管理栄養士及び江北町食生活改善推進協議会のご協力の下、当日は、「調理の基礎知識」
や「糖尿病予防」について学んだ後、実際の調理を行いました。
　町内の参加で顔見知りの方が多く、和気あいあいとした雰囲気で楽しく調理し、食事をされていまし
た。興味のある方は、次回参加されてみてはいかがでしょうか！	

食の自立支援・バランスの取れた食事を！
～「男性のための料理教室」を開催しました～

〇もち麦入りカレーピラフ（主食）
〇ミネストローネ（汁物）
〇豆腐ミートローフ（主菜）
〇みかんと春菊の
　サラダ（副菜）
〇ヘルシーガトーショコラ
（デザート）

〇大豆ごはん（主食）　〇ミルク塩麴（主菜）
〇すりおろし汁（汁物）
〇えびとブロッコリーの
　マスタードドレッシング
　和え（副菜）
〇甘酒のチーズ風味
　ケーキ（デザート）

【12月6日のメニュー】 【2月7日のメニュー】

調理の様子
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皆様の温かいご支援で集まった募金で感染対策品を贈りました。
～地域歳末たすけあい募金～

　江北町の子ども達が安心して日々の生活を送れるように、江北町社会福祉協議会では皆さまのご協力
で集まった地域歳末たすけあい募金で感染症対策品（アルコール消毒液、体温計、手洗い用石鹸等）を江
北小学校、江北中学校、永林寺保育園、ひとのねこども園、幼児教育センター、江北ひかり保育園、ニチイ
キッズこうほく保育園、小規模保育所	なのはなに贈りました。
　地域住民の皆様をはじめとする、地域福祉活動推進委員（区長さん）を中心とした様々な団体のあたた
かいご協力・ご支援を頂き誠にありがとうございました。

永林寺保育園

江北小学校

小規模保育所  なのはな

江北ひかり保育園

江北中学校

ひとのねこども園

幼児教育センター

ニチイキッズこうほく保育園
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小学生とのしめ縄作りの様子小学生とのしめ縄作りの様子小学生とのしめ縄作りの様子

幼児教育センターの園児との餅つきの様子幼児教育センターの園児との餅つきの様子幼児教育センターの園児との餅つきの様子

　江北小学校の5年生99人が12月13日(火)に、地域のお年寄りに教わりながら正月用のしめ縄作りに
挑戦をしました。しめ縄作りを通じて、新年への心構えを感じてもらおうと開かれ、江北町老人クラブ連
合会（古賀積会長）の役員12人が講師となり、小学生との交流を行いました。
　参加した小学生は、「めっちゃ難しいけど楽しかった！」などと話していました。また、飾付けも個性豊か
なしめ縄が出来ており、伝統的なしめ縄作りを行うことで貴重な体験をすることが出来ました。
　また、同月21日(水)には、幼児教育センターの園児たちと餅つきを行いました。
　コロナ禍によりいろんなイベントが中止や縮小しており、江北町の子どもとお年寄りの交流の場が無く
なる中で、今回しめ縄作りや餅つきを実施出来たことで世代間の交流が出来ました。

江北町の子ども達との交流を行いました
～江北町老人クラブ連合会～
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　江北町社会福祉協議会では新型ウイルス感染症や原油・原材料の高騰の影響などで生活に困っている町民
の方へ食料品の配布を行っています。	 	 	 	 	 	
　まずは、江北町社会福祉協議会（☎86-4317)までご連絡ください。		 	 	 	
1.利用時間……8時30分から17時まで（平日のみ）	 	 	 	 	 	
　　　　　　　※土日祝日の受付・配布及び時間外の対応は致しません。
2.受取場所……江北町老人福祉センター内	 	 	 	 	 	
　　　　　　　（江北町大字山口2637番地7)	 	 	 	 	 	
3.対　　象……コロナ禍等において生活困窮している江北町の住民	 	 	 	 	 　 　
　　　　　　　（例）コロナにより失業中など	 	 	 	 	 	
　　　　　　　※電話にて問い合わせください。	 	 	 	 	
4.申込方法……江北町社会福祉協議会までお越し下さい。	 	 	 	 	 	
　　　　　　　お越しの際に、受付票の記入をお願いします。	 	 	 	 	 	
5.内　　容……お米(1㎏)、カップ麺、飲料水、レトルト食品など		 	 	 	 	
※注意事項※	 	 	 	 	 	
●原則町民の方のみの利用とします。	 	 	 	 	 	
●郵送、配送、食物アレルギーの対応は致しません。	 	 	 	 	 	
●食品の転売や対象者以外の代表者に譲渡しないこと。	 	 	 	 	 	
●コロナウイルス感染症の自宅療養者等を支援するものではありません。	 	 	 	 	
●賞味期限内に使用すること。		 	 	 	

問い合わせ先　社会福祉法人　江北町社会福祉協議会　☎86-4317　

※写真は参考になります。
　必ずしも写真の食品を
			お渡しすることはできません。




